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自然と歴史が織りなす　尚円の里　伊是名島

伊是名村職員等の給与等公表
伊是名村郷友会新春の集い
第２回伊是名尚円王マラソン大会
海の「もしも」は118番

◆ 今月号の主な内容 ◆ 伊是名 仲　田 諸　見 勢理客内　花

男

女

計
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791

計

村の人口【計 1,479人】平成30年1月31日現在

先月比先月比

－3
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伊是名村「少年の翼」派遣事業

～少年の翼～
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受賞者に激励の花束を贈りました

字諸見、シンポーヤーの島みずきミニコンサート 余興（村代表）

余興（芸能協会）

伊是名校校歌斉唱

郷友会新役員の紹介幕開け

儀間光男参議院議員

余興(郷友会婦人部）

城間幹子那覇市長 前田政義村長

（1）初任給の状況
　 ア　行政職給料表

伊是名村職員等の給与等公表
資料：平成29年度給与実態調査

（平成29年4月1日現在）
村職員等の給与等について、概要を下記のとおり公表します。

（3）特別職の給料等月額の状況

正規の試験 高校卒

高校卒

１級５号給

１級１号給

試験 学歴免許等 初　任　給

146,100円

141,600円
一般職

選考

初任給
基準表職種

　 イ　海事職給料表

高校卒

海員学校

中学卒

１級13号給

１級５号給

１級１号給

学歴免許等 初　任　給

160,100円

149,200円

145,100円

船　員

初任給基準表職種

　 ウ　医療職員給料表

大学卒

短大３年

２級11号給

２級5号給

学歴免許等 初　任　給

208,000円

195,900円
保健師

初任給基準表職種

村　長

副村長

教育長

議　長

副議長

議　員

給料月額 期末手当の支給割合

743,000円

602,000円

565,000円

266,000円

220,000円

205,000円

６月期
12月期
　計

1.40月分
1.55月分
2.95月分

給付率は、上記と同じ

（2）平均給料月額及び平均年齢の状況

区　　分

一般行政職

医　療　職

海　事　職

平均給料月額

289,800円

249,200円

299,800円

平均年齢

（4）職員手当の状況

期末手当

６月期

12月期

計

勤勉手当

1.225月分

1.375月分

  2.60月分

0.85月分

0.95月分

1.8月分

平成29年度

20歳～25歳

26歳～29歳

30歳～33歳

34歳～37歳

38歳～41歳

42歳～45歳

46歳～49歳

50歳～53歳

54歳～57歳

58歳～59歳

60歳以上

計

6

9

11

10

5

7

9

4

4

10

0

75

（6）年齢別職員構成の状況

（5）各種手当の状況（一般行政職）

◎家賃23,000円
以下　12,000円
控除した額
◎家賃23,000円
を 超 える 場 合
23,000円控除し
た 額 の 2 分 の1

（その控除した
額 の 2 分 の1 が
16,000円を超え
るときは16,000
円）を11,000円
に加算した額

借
家

区　分 伊是名村
国の制度
との異同

同

同

扶養手当

住居手当

（単位：人）

（平成29年度　8月人事勧告後の支給率）

41.6歳

30.7歳

44.8歳

配偶者10,000円、子
8,000円（配偶者がい
ない場合子10,000円、
子以外9,000円）
満16歳に達する年度
初めから満22歳に達
する年度末までの間
にある子1人につき
5,000円加算

　
村
民
並
び
に
郷
友
の
皆
さ
ま
、明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
、ご
多

幸
、伊
是
名
村
の
益
々
の
繁
栄
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。今
年
か
ら

２
年
間
、村
郷
友
会
の
事
務
局
は「
諸

見
･
内
花
郷
友
会
」が
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、引
き
続
き
ご

支
援・ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
さ
て
、郷
友
会
主
催
恒
例
の「
新
春

の
集
い
」を
、１
月
２８
日（
日
）マ
リ

エ
ー
ル
オ
ー
ク
パ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し

た
。昨
年
の「
旭
日
双
光
章
」受
章
の

高
良
恒
己
様（
字
諸
見
出
身
）と
県
文

化
功
労
者
表
彰
の
東
江
朝
子
様（
字

諸
見
出
身
）の
祝
賀
を
兼
ね
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　
伊
是
名
村
か
ら
は
、前
田
村
長
、前

川
議
長
、各
字
区
長
、各
団
体
代
表
、

他
た
く
さ
ん
の
方
々
の
参
加
を
頂
き

ま
し
た
。例
年
よ
り
若
い
人
や
女
性
の

参
加
者
が
増
え
て
、開
会
前
か
ら
満

席
状
態
で
雰
囲
気
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
祝
宴
は
書
記
の
西
揚
市
の
司
会
で

玉
城
副
会
長
が
開
会
を
宣
言
し
、芸

能
協
会
の
演
奏
に
諸
見
・
内
花
婦
人

部
が「
か
ぎ
や
で
風
」の
踊
り
を
添
え

て
幕
が
開
き
ま
し
た
。主
催
者
代
表
の

会
長
が
新
年
の
挨
拶
と
、郷
友
会
の

活
動
報
告
並
び
に
新
役
員
の
決
意
を

述
べ
、そ
の
後
、全
員
で「
伊
是
名
校

校
歌
」と「
ふ
る
さ
と
」を
合
唱
し

「
島
へ
の
想
い
」と「
郷
友
の
絆
」を
強

く
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
儀
間
参
議
院
議
員
の
乾
杯
、受
章

者
の
紹
介
と
花
束
贈
呈
、前
田
村
長

と
城
間
那
覇
市
長
の
祝
辞
、島
み
ず

き
コ
ン
サ
ー
ト
と
続
き
、お
酒
も
回
り

和
や
か
に
祝
宴
は
進
み
ま
し
た
。ま

た
、名
嘉
哉
門
君（
字
伊
是
名
、九
州

共
立
大
）と
松
浦
優
美
奈
さ
ん（
字
諸

見
、開
邦
高
校
）に
学
事
奨
励
金
を
贈

呈
し
ま
し
た
。余
興
も
盛
り
だ
く
さ
ん

で
、有
志
の
皆
さ
ん
が
得
意
の
芸
で
場

を
盛
り
上
げ
、祝
宴
は
最
高
潮
に
達

し
ま
し
た
。参
加
者
は
銘
酒「
泡
盛
常

盤
」で
喉
を
潤
し
、「
足
て
び
ち
」で
腹

を
満
た
し
、郷
友
と
の
談
話
で
花
を
咲

か
し
、会
場
は「
笑
顔
と
笑
い
声
」で

一
杯
で
し
た
。

　
帰
り
に
は
、伊
是
名
漁
協
よ
り「
モ

ズ
ク
拠
点
産
地
認
定
」記
念
に
寄
贈

さ
れ
た「
早
摘
み
モ
ズ
ク
」を
お
土
産

に
も
ら
い
、最
後
ま
で
楽
し
い
新
年
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
伊
是
名
村
郷
友
会

会
長
　
名
嘉
重
則

伊是名村郷友会「新春の集い・受章者祝賀激励会」伊是名村郷友会「新春の集い・受章者祝賀激励会」報告
平成30年
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受賞者に激励の花束を贈りました

字諸見、シンポーヤーの島みずきミニコンサート 余興（村代表）

余興（芸能協会）

伊是名校校歌斉唱

郷友会新役員の紹介幕開け

儀間光男参議院議員

余興(郷友会婦人部）

城間幹子那覇市長 前田政義村長

（1）初任給の状況
　 ア　行政職給料表

伊是名村職員等の給与等公表
資料：平成29年度給与実態調査

（平成29年4月1日現在）
村職員等の給与等について、概要を下記のとおり公表します。

（3）特別職の給料等月額の状況

正規の試験 高校卒

高校卒

１級５号給

１級１号給

試験 学歴免許等 初　任　給

146,100円

141,600円
一般職

選考

初任給
基準表職種

　 イ　海事職給料表

高校卒

海員学校

中学卒
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学歴免許等 初　任　給

160,100円

149,200円
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大学卒
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２級11号給

２級5号給

学歴免許等 初　任　給

208,000円

195,900円
保健師

初任給基準表職種

村　長
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教育長

議　長

副議長

議　員
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266,000円
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205,000円
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1.40月分
1.55月分
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（6）年齢別職員構成の状況
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で
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。
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ズ
ク
拠
点
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。
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伊是名村郷友会「新春の集い・受章者祝賀激励会」伊是名村郷友会「新春の集い・受章者祝賀激励会」報告
平成30年
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　本村では、国指定重要文化財「銘苅家住宅」において、銘苅家住宅か
ら火災が発生したことを想定し、沖縄県消防通信指令センターの１１９番
通報を受けた消防団員が、銘苅家に設置された消火設備と消防車で放
水活動訓練を行いました。
　中川貞允氏（村文化財保護審議会会長）は「村も文化財愛護に対する
村民の意識高揚を図るとともに、地域住民や村消防団が消火活動を実
施することで速やかなる防災対策が行えるものと確信します。今後とも村
の文化財保護に理解とご協力をお願いします。」と挨拶をしました。

　伊是名村立保育所では、子ども達の一年
の無病息災を願い、節分の豆まきが行われ
ました。鬼が登場すると、ビックリして一斉に
逃げまわり「赤鬼だぁ～。こわーい・・・・※■△」
と、泣きながらも豆をまき、大騒ぎでした。

伊是名村「少年の翼」派遣事業

～おいしい黒糖が出来上がりました～

小学校４年生が
黒糖づくりに挑戦！！

１月２６日（金）

　
児
童
は
、北
海
道
と
い
う
沖
縄
と
異
な
る

環
境
下
で
過
ご
す
こ
と
に
期
待
と
不
安
を
抱

き
な
が
ら
も
、凜
と
し
た
様
子
で
、出
発
し
ま

し
た
。初
日
は
船
と
飛
行
機
と
バ
ス
の
移
動

で
１
日
か
け
て
、やっ
と
北
海
道
の
国
立
日
高

青
少
年
自
然
の
家
に
到
着
で
す
。

　
２
日
目
は
、児
童
が
待
ち
望
ん
で
い
た
ス

キ
ー
体
験
学
習
が
行
わ
れ
、最
初
は
怖
が
り

な
が
ら
滑
って
い
た
が
、地
元
の
保
護
者
や
地

域
の
方
々
の
指
導
を
受
け
、午
後
に
は
大
半

の
児
童
が一人
で
う
ま
く
滑
れ
る
よ
う
に
な

り
、日
高
小
と
の
ス
キ
ー
交
流
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、日
高
町
の
町
民
セ
ン
タ
ー
に
て
、

夕
食
交
流
会
が
開
か
れ
、日
高
の
保
護
者
に

よ
る
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
ご
馳
走
を
お
い

し
そ
う
に
頬
張
り
な
が
ら
、日
高
小
６
年
生

の
児
童
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
な
ど
楽
し
い
時

間
を
共
に
し
、親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　平成30年1月29日（月）～2月2日（金）の4泊5日の日程で
小学校6年生14名を対象とした「少年の翼」派遣事業が実施されました。

　
３
日
目
は
、
日
高
小
学
校
６
年
生
と
一

緒
に
「
世
界
一
大
き
な
絵
２
０
２
０
」
の

取
り
組
み
に
参
加
し
、
大
き
な
絵
を
仕
上

げ
ま
し
た
。「
友
」を
テ
ー
マ
に
思
い
思
い
の

絵
に
し
て
い
き
、そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
な
も

の
を
描
い
て
い
て
も
、最
後
に
は
大
き
な
作

品
に
な
る
と
い
う
経
験
を
さ
せ
る
た
め
、日

高
小
と
伊
是
名
小
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、こ
の
作
品
は
世
界
中
か
ら
集

め
ら
れ
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。そ
の
後
、

日
高
小
学
校
で
全
体
交
流
が
行
わ
れ
、伊

是
名
小
が
エ
イ
サ
ー
を
披
露
し
、サ
ー
タ
ー

ア
ン
ダ
ギ
ー
と
黒
糖
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。交
流
会
終
了
後
、別
れ
を
惜
し
み
な
が

ら
も
札
幌
へ
向
け
て
出
発
し
、雪
祭
り
会
場

を
事
前
見
学
し
ま
し
た
。彫
刻
の
よ
う
に
作

ら
れ
て
い
る
雪
像
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
日
高
小
と
の
交
流
を
通
し
て
、
協
調
性

や
集
団
行
動
な
ど
６
年
生
は
さ
ら
に
成
長

し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

～少年の翼～

同時開催!!
　
２
月
１
日（
木
）Ｊ
Ａ
伊
是

名
支
店
女
性
部（
東
江
文
子

部
長
）６
名
は
、特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
チ
ヂ
ン
園
を
訪
問

し
、「
手
作
り
尚
円
み
そ
」約

１５
kg
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
東
江
文
子
部
長
は
、「
私
た

ち
が
島
の
米
で
作
っ
た
尚
円
み

そ
で
す
。う
ま
く
仕
上
が
り
ま

し
た
の
で
皆
さ
ん
で
召
し
上

がって
く
だ
さ
い
。」と
入
所
者

へ
手
渡
し
ま
し
た
。受
け
取
っ

た
入
所
者
の
伊
禮
静
枝
さ
ん

は「
若
い
皆
さ
ん
が
こ
う
や
っ

て
年
寄
り
の
こ
と
を
想
って
く

れ
て
あ
り
が
た
い
。生
活
の
基

本
で
あ
る
味
噌
を
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
す
。」と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
18
日（
木
）伊
是
名
小
学
校
で
は
、

校
舎
裏
の
畑
で
児
童
が一生
懸
命
に
育
て

た
、さ
と
う
き
び
を
保
護
者
や
指
導
者
の

佐
久
川
兼
友
さ
ん（
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
伊
是

名
支
店
職
員
）の
指
導
で
、さ
と
う
き
び

一
本
一
本
刈
り
、
収
穫
し
ま
し
た
。

　
翌
朝
、産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

収
穫
し
た
さ
と
う
き
び
で
黒
糖
づ
く
り
体

験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
圧
搾
機
で
さ
と
う
き
び
を
搾
り
、そ
の

搾
り
汁
を
大
き
な
鍋
に
入
れ
、じ
っ
く
り

と
混
ぜ
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
煮
詰
め
、

頃
合
い
を
み
な
が
ら
、型
に
流
し
込
み
完

成
で
す
。

　
出
来
た
て
の
黒
糖
を
味
わ
い「
あ
ま
ー

い
、お
い
し
い
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
、さ
と

う
き
び
を一か
ら
育
て
、黒
糖
を
作
る
ま
で

経
験
し
た
児
童
達
は「
作
り
方
は
覚
え
た

か
ら
、お
家
で
も
つ
く
り
た
い
」と
や
り
遂

げ
た
達
成
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
顔
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
回
、き
び
刈
り
と
黒
糖
づ
く
り
の
指

導
、そ
し
て
圧
搾
機
を
提
供
し
て
下
さ
い

ま
し
た
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
伊
是
名
支
店
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
手
作
り
の
黒
糖
は
、６
年
生
が
少
年
の

翼
で
日
高
小
学
校
への
贈
り
物
で
す
。

手作り尚円みそをプレゼント手作り尚円みそをプレゼント
～健康で長生きしてください～

もぉ～。
おりこうさんで

ぇ～す!!
鬼はそと～、福はうち!!

２月２日（金）

１月２７日
１月２８日 日

土

移動図書館＆出張沖縄美ら海水族館が

　北部地域の離島との距離を縮めると共に、教育の一環
として、伊是名中学校において、移動図書館＆出張水族
館が開催されました。また伊是名中学校の図書館も同時
に地域開放しました。
　中学校の玄関前には、水槽活魚車が設置され、来場し
た子どもからは、「お魚さんがとってもきれい」と喜ぶ声
が聞こえました。子ども用のお絵かきスペースでは、お絵
かきや中国語の読み聞かせもあり、訪れた多くの村民で
賑わっていました。

第38回
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　本村では、国指定重要文化財「銘苅家住宅」において、銘苅家住宅か
ら火災が発生したことを想定し、沖縄県消防通信指令センターの１１９番
通報を受けた消防団員が、銘苅家に設置された消火設備と消防車で放
水活動訓練を行いました。
　中川貞允氏（村文化財保護審議会会長）は「村も文化財愛護に対する
村民の意識高揚を図るとともに、地域住民や村消防団が消火活動を実
施することで速やかなる防災対策が行えるものと確信します。今後とも村
の文化財保護に理解とご協力をお願いします。」と挨拶をしました。
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伊是名村「少年の翼」派遣事業

～おいしい黒糖が出来上がりました～
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児
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縄
と
異
な
る

環
境
下
で
過
ご
す
こ
と
に
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と
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を
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な
が
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も
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と
し
た
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で
、出
発
し
ま

し
た
。初
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は
船
と
飛
行
機
と
バ
ス
の
移
動

で
１
日
か
け
て
、やっ
と
北
海
道
の
国
立
日
高

青
少
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自
然
の
家
に
到
着
で
す
。

　
２
日
目
は
、児
童
が
待
ち
望
ん
で
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た
ス

キ
ー
体
験
学
習
が
行
わ
れ
、最
初
は
怖
が
り

な
が
ら
滑
って
い
た
が
、地
元
の
保
護
者
や
地

域
の
方
々
の
指
導
を
受
け
、午
後
に
は
大
半

の
児
童
が一人
で
う
ま
く
滑
れ
る
よ
う
に
な

り
、日
高
小
と
の
ス
キ
ー
交
流
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、日
高
町
の
町
民
セ
ン
タ
ー
に
て
、

夕
食
交
流
会
が
開
か
れ
、日
高
の
保
護
者
に

よ
る
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
ご
馳
走
を
お
い

し
そ
う
に
頬
張
り
な
が
ら
、日
高
小
６
年
生

の
児
童
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
な
ど
楽
し
い
時

間
を
共
に
し
、親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　平成30年1月29日（月）～2月2日（金）の4泊5日の日程で
小学校6年生14名を対象とした「少年の翼」派遣事業が実施されました。

　
３
日
目
は
、
日
高
小
学
校
６
年
生
と
一

緒
に
「
世
界
一
大
き
な
絵
２
０
２
０
」
の

取
り
組
み
に
参
加
し
、
大
き
な
絵
を
仕
上

げ
ま
し
た
。「
友
」を
テ
ー
マ
に
思
い
思
い
の

絵
に
し
て
い
き
、そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
な
も

の
を
描
い
て
い
て
も
、最
後
に
は
大
き
な
作

品
に
な
る
と
い
う
経
験
を
さ
せ
る
た
め
、日

高
小
と
伊
是
名
小
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、こ
の
作
品
は
世
界
中
か
ら
集

め
ら
れ
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。そ
の
後
、

日
高
小
学
校
で
全
体
交
流
が
行
わ
れ
、伊

是
名
小
が
エ
イ
サ
ー
を
披
露
し
、サ
ー
タ
ー

ア
ン
ダ
ギ
ー
と
黒
糖
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。交
流
会
終
了
後
、別
れ
を
惜
し
み
な
が

ら
も
札
幌
へ
向
け
て
出
発
し
、雪
祭
り
会
場

を
事
前
見
学
し
ま
し
た
。彫
刻
の
よ
う
に
作

ら
れ
て
い
る
雪
像
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
日
高
小
と
の
交
流
を
通
し
て
、
協
調
性

や
集
団
行
動
な
ど
６
年
生
は
さ
ら
に
成
長

し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

～少年の翼～

同時開催!!
　
２
月
１
日（
木
）Ｊ
Ａ
伊
是

名
支
店
女
性
部（
東
江
文
子

部
長
）６
名
は
、特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
チ
ヂ
ン
園
を
訪
問

し
、「
手
作
り
尚
円
み
そ
」約

１５
kg
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
東
江
文
子
部
長
は
、「
私
た

ち
が
島
の
米
で
作
っ
た
尚
円
み

そ
で
す
。う
ま
く
仕
上
が
り
ま

し
た
の
で
皆
さ
ん
で
召
し
上

がって
く
だ
さ
い
。」と
入
所
者

へ
手
渡
し
ま
し
た
。受
け
取
っ

た
入
所
者
の
伊
禮
静
枝
さ
ん

は「
若
い
皆
さ
ん
が
こ
う
や
っ

て
年
寄
り
の
こ
と
を
想
って
く

れ
て
あ
り
が
た
い
。生
活
の
基

本
で
あ
る
味
噌
を
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
す
。」と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
18
日（
木
）伊
是
名
小
学
校
で
は
、

校
舎
裏
の
畑
で
児
童
が一生
懸
命
に
育
て

た
、さ
と
う
き
び
を
保
護
者
や
指
導
者
の

佐
久
川
兼
友
さ
ん（
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
伊
是

名
支
店
職
員
）の
指
導
で
、さ
と
う
き
び

一
本
一
本
刈
り
、
収
穫
し
ま
し
た
。

　
翌
朝
、産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

収
穫
し
た
さ
と
う
き
び
で
黒
糖
づ
く
り
体

験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
圧
搾
機
で
さ
と
う
き
び
を
搾
り
、そ
の

搾
り
汁
を
大
き
な
鍋
に
入
れ
、じ
っ
く
り

と
混
ぜ
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
煮
詰
め
、

頃
合
い
を
み
な
が
ら
、型
に
流
し
込
み
完

成
で
す
。

　
出
来
た
て
の
黒
糖
を
味
わ
い「
あ
ま
ー

い
、お
い
し
い
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
、さ
と

う
き
び
を一か
ら
育
て
、黒
糖
を
作
る
ま
で

経
験
し
た
児
童
達
は「
作
り
方
は
覚
え
た

か
ら
、お
家
で
も
つ
く
り
た
い
」と
や
り
遂

げ
た
達
成
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
顔
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
回
、き
び
刈
り
と
黒
糖
づ
く
り
の
指

導
、そ
し
て
圧
搾
機
を
提
供
し
て
下
さ
い

ま
し
た
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
伊
是
名
支
店
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
手
作
り
の
黒
糖
は
、６
年
生
が
少
年
の

翼
で
日
高
小
学
校
への
贈
り
物
で
す
。

手作り尚円みそをプレゼント手作り尚円みそをプレゼント
～健康で長生きしてください～

もぉ～。
おりこうさんで

ぇ～す!!
鬼はそと～、福はうち!!

２月２日（金）

１月２７日
１月２８日 日

土

移動図書館＆出張沖縄美ら海水族館が

　北部地域の離島との距離を縮めると共に、教育の一環
として、伊是名中学校において、移動図書館＆出張水族
館が開催されました。また伊是名中学校の図書館も同時
に地域開放しました。
　中学校の玄関前には、水槽活魚車が設置され、来場し
た子どもからは、「お魚さんがとってもきれい」と喜ぶ声
が聞こえました。子ども用のお絵かきスペースでは、お絵
かきや中国語の読み聞かせもあり、訪れた多くの村民で
賑わっていました。
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完走率100％

　寄附者の皆様が寄せた寄附金は、「歴史
と自然、人が共生する伊是名村」をめざし
て各事業、村発展のために使わせていただ
きます。ありがとうございました。

「尚円王の里いぜな島応援寄附金」
事業内容 寄附金額件数

歴史に学び自然を愛する島づくり事業

気質を誇り、うまんちゅの交流する島づくり事業

人にやさしく、健やかに暮らせる島づくり事業

豊かな生活と活力あふれる島づくり事業

その他目的達成のため村長が必要と認める事業

10,000円

0円

60,000円

0円

0円

70,000円

1

0

2

0

0

3

〜平成29年度（平成30年1月）ふるさと納税実績〜

H.Y
非公表(ネット申込）2名

50,000円
20,000円

愛知県稲沢市
－

氏　名 住所（所在地） 寄附金額

合　　　計※「－」は非公開希望。

５kmコース
1位 安里 永 0:21:43 一般 沖縄県
2位 前田 義信 0:30:51 一般 沖縄県
3位 嘉味田 朝紀 0:31:56 一般 沖縄県
３kmコース
1位 上原 みほ 0:16:20 小学生 沖縄県
2位 前川 芽生 0:16:34 小学生 伊是名村
3位 仲間 友希 0:16:43 小学生 沖縄県
特別賞ハーフコース
1位 知念 正昇 2:49:40 一般 伊是名村
2位 児山 覚 1:24:10 一般 沖縄県

～人と自然、歴史や文化が共生する伊是名島～
2月３日（土）

第２回

　
去
る
1
月
13
日（
土
）に
、
ふ
る
さ
と
伊

是
名
島
を
は
じ
め
、県
内
各
地
か
ら
58
人

が
集
ま
り
、
73
歳
合
同
ト
ゥ
シ
ビ
ー
ス
ー

ジ
を
行
い
ま
し
た
。還
暦
祝
い
以
来
、
中

に
は
60
年
ぶ
り
の
再
会
で
、
幼
か
っ
た
頃

の
思
い
出
話
、つ
き
な
い
話
に
時
を
忘
れ
、

ふ
る
さ
と
伊
是
名
島
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
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伊是名尚円王マラソン大会

～ご協賛賜り誠にありがとうございました～

(株)屋島組
(株)開邦工業
(株)ホープ設計
まる富
(株)久米電装
吉田ストア
(株)エマオ
オキコ(株)
沖縄セルラー電話(株)
(有)北部測量設計
北部港運(株)
(株)丸島建設コンサルタント
(株)イーエーシー
(株)琉創希
リアル設計

伊是名レンタカー
ホテルデルフィーノ名護
(有)パブリックコンサルタンツ
(株)現代設計
伊是名運送(株)
(有)てぃーだ沖縄
島原ドック協業組合
(株)明成建設
(株)光エンジニア
(株)アサヒプラント
(株)沖成コンサルタント
なか川館
いずみ荘
(株)シビルエンジニアリング
(株) 沖縄オリエンタルホテル

(有)東和技研
(株)ＪＡおきなわＳＳ
(株)濱設計
(株)興武測量設計
(株)東江ガス
(株)東江ガス北部
丸正印刷株式会社
那覇相互警備保障(株)
(株)オーシーシー
(株)大洋土木コンサルタント
(株)沖橋エンジニアリング
尚企画(尚アルミ)
ヤシマ工業(株)

株式会社　マツオ
沖縄県農業協同組合伊是名支店
運天港ターミナル売店
(有)サニマイト
沖縄体験学習塾大樹
(株)山川電気
ながはま
沖縄明治乳業(株)
(有)泉商店
(資)伊是名酒造所
オリオンビール(株)
沖縄コカ・コーラボトリング(株)

第２回伊是名尚円王マラソン大会協賛企業

　第2回伊是名尚円王マラソン大会（主催：同実行委員会・主管：
（一社）いぜな島観光協会）が、伊是名村臨海ふれあい公園をメイ
ンに開催されました。
　大会は、幅広い年代層が気軽にお申込みいただけるよう、3㎞、
5㎞、10㎞、ハーフの4コースを設定し、全国各地から総勢181名
の選手が参加しました。
　この日は、気温も低く小雨の天気でしたが、伊是名山森林公園
に広がる琉球松群落、日本の渚百選に選ばれた二見ヶ浦海岸や
アギギタラ、ウミギタラを眺め、伊是名島の特徴を活かしたコー
スを選手たちが次々と駆け抜け、無事に全員完走しました。
　競技終了後は、ふれあいパーティーが行われ、選手と村民が食
事を頬張りながら、尚円太鼓、KACHIMBA（カチンバ）1551ライ
ブで盛り上がりました。

ハーフコース
1位 児山 覚 1:24:10 一般 沖縄県
2位 比嘉 茂人 1:26:54 一般 沖縄県
3位 名嘉 琢矢 1:27:28 一般 沖縄県
10kmコース
1位 新城 大和 0:49:33 中学生 伊是名村
2位 潮平 浩利 0:49:33 中学生 伊是名村
3位 東江 静乃 0:49:43 一般 沖縄県

無事完走！

地域開放学校図書館

開放日曜日

もあるよ！

伊是名村民であれば、どなたでも利用できます。
村立図書館がない本村、大いに小・中学校図書館を
利用しよう♪家族でぜひ利用してね！

●1人3冊まで　1週間借りられます
●借りたい本が図書館にない場合、県立図書館より
　取り寄せも可能です！お気軽にお問い合わせください
●その場ですぐに利用者登録ができます
　（住所確認ができるものをご持参ください）
●保護者の方同伴でのご利用をお願いします

月～金曜日　8：15～16：45
（振替休日等、休みもあるので両校へお気軽にお問い合わせ下さい）

特別開館日

開放日時

貸出について

小学校・中学校の図書館で地域一般開放はじめました

午前10時～午後12時／午後2時～午後5時

平成30年 3月18日(日) （ファミリー読書の日）
※中学校のみ開館
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完走率100％

　寄附者の皆様が寄せた寄附金は、「歴史
と自然、人が共生する伊是名村」をめざし
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きます。ありがとうございました。
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0円

60,000円

0円

0円

70,000円

1

0

2

0

0

3

〜平成29年度（平成30年1月）ふるさと納税実績〜

H.Y
非公表(ネット申込）2名

50,000円
20,000円
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－

氏　名 住所（所在地） 寄附金額

合　　　計※「－」は非公開希望。
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もあるよ！
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利用しよう♪家族でぜひ利用してね！

●1人3冊まで　1週間借りられます
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我が家のニューフェイスです。よろしくね

末 吉   ほしの ちゃん（二女）

平成30年1月23日生　父： 太二　 母： 紗弥香
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平成30年
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火事・救急

110番

119番

守ります  村の安全

月3 4～ 月の行事予定

3/ ６
１０
１３
15
１８
１９
２０
２１
２３
２４

4/ 2
3

・高校入試（～7日）
・中学校卒業式 
・高校合格発表
・幼稚園卒園式
・彼岸入り
・小学校卒業式
・幼小中学校修了式 ・小中学校離任式
・春分の日
・保育所卒園式 
・第３回定期公演伊是名郷友芸能協会（通水会）
・保育所入所式 ・教職員歓迎会
・公事清明祭（クージシーミー）

●火
●土
●火
●木
●日
●月
●火
●水
●金
●土
●月
●火

9
10
11
25

・中学校入学式 ・小中学校１学期始業式
・小学校入学式
・幼稚園入園式   
・伊是名村環境の日

●月
●火
●水
●水

　みなさんは5年後、10年後、20年後の自分自身を想像していますか？やりたい
こと、好きなことをやっている自分自身を想像していますか？想像していない人
は、今日の今からでも想像してください。そして、それを実現するためにはどう
したらいいのか、今何をすればいいのかを自分自身で考えてください。考えて、
行動して、考えて、行動して、そしてたくさんの失敗をしてください。ここで大
切なことは失敗を悪いことと思わないこと。「失敗は成功のもと」と言われるよ

うに、成功するまで失敗を繰り返してください。
考えて、行動して、失敗して、考えて、行動し
て、失敗して、これを繰り返していくうちにい
つの間にか、皆さんの夢が実現しています。人
生一度きりです。誰もが楽しい人生を過ごした
いと思っています。そうするためにも今後ずっ
と、自分自身と真剣に向き合ってください。

海の「もしも」は118番 第11管区海上保安本部

　
1
月
18
日
、
伊
是
名
小
学
校

（
校
長
：
下
地
盛
純
）
の
児
童

を
対
象
に
緊
急
通
報
「
1
1
8

番
」
周
知
活
動
の
一
環
で
、
第

11
管
区
海
上
保
安
本
部
那
覇

航
空
基
地
の
職
員
10
名
が
本

村
を
訪
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

村
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
海
上
保
安
庁
の
業
務
や

海
の
環
境
・
安
全
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
緊
急
通
報
番
号

「
1
1
8
」
に
つ
い
て
児
童
へ

周
知
を
図
り
ま
し
た
。

　
ヘ
リ
ポ
ー
ト
へ
移
動
し
、
機

動
救
難
士
（
通
称
「
海
猿
」
）

に
よ
る
海
難
救
助
に
使
用
さ

れ
る
吊
り
上
げ
資
器
材
の
説

明
に
続
き
、
児
童
代
表
が
吊

り
上
げ
体
験
を
し
ま
し
た
。
体

験
し
た
5
年
生
の
潮
平
彩
乃

さ
ん
は
「
思
っ
て
い
た
よ
り
痛

く
な
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
機
体
の
見
学
が
行
わ
れ
、

児
童
ら
は
職
員
の
説
明
に
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
児
童

を
代
表
し
て
6
年
生
の
前
川

来
樹
さ
ん
が
「
海
へ
出
か
け
る

機
会
も
多
い
伊
是
名
島
で
は
、

普
段
か
ら
1
1
8
番
の
こ
と

も
頭
に
入
れ
な
が
ら
安
全
に

過
ご
し
た
い
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

～伊是名の子ども達へメッセージ～
平成11年3月 伊是名小学校卒業
平成14年3月 伊是名中学校卒業
平成17年3月 県立那覇高等学校卒業
平成17年4月 法政大学工学部物質科学科入学
平成21年4月 海上保安学校入校（航空課程8期）
平成24年10月 仙台航空基地勤務
平成29年4月 那覇航空基地勤務

伊是名村字諸見出身
にし やすひろ

西　康宏（31歳）

今回の周知活動に

同行しました。

プロフィール

現在に至る

西 康宏


